
粕谷和夫観察日記。鬼ユズとウコンの花です。東海道二宮駅の北側にある里山を歩きました。上が鬼ユズでユズのお
化けのように大きな実。邪悪なものを排除してくれる縁起物として正月に飾られるそうです。下は肝臓の薬として知ら
れるウコンで白い花が咲いていました。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を
持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

地元発見探鳥会 京王御陵線廃線跡を歩く 

11 月２１日（火）秋晴れの日差しが暖
かな日でした。京王山田駅に９時集合。
１３名参加。廃線跡の地図をもって道
のりをあらかじめ確認しました。粕谷
会長から、御陵線の歴史について話が

ありました。１９３１年（昭和６年）から終戦の１９４
５年（昭和２０年）までの約１５年間八王子の北野から
分岐した線路が大正天皇陵の参道まで伸びていました。
（１９６４年の正式に廃止） 

山田駅を出て北西に伸びる裏通りは、今
でものどかな田園風景が残っています。大
きなカキの実にモズが止まっていました。
京王線の橋脚から遠く景信山が見えます。
廃線跡を確認し、めじろ台東公園へ。シジュウカラ、コ
ゲラ、メジロを色づいた木々の間に発見しました。その
後は、山田町並木線の中央分離帯に大木が規則正しく並
ぶ真っ直ぐな並木道を行きます。ここは廃線跡として有

名です。甲州街道に出ると、銀杏並木が黄金色
に輝いて銀杏祭り）南浅川にかかる横山橋か
ら、カルガモ、アオジ（写真で判定）、河原に
はドバトがたくさんいました。近くの駐車場
に鉄道の橋脚の土台が残っています。ここか
ら浅川をまたいで長房町に向かって橋脚が伸

びていました。以前ブラタモリで紹介された住宅街に残
る鉄道遺構が２つ残っています。近くの民家に柊のモッ
コクが爽やかな香りを放っていました。都
営長房団地の中を鉄道は走っていました
が、今では住宅が建っていて跡地はその下
になっています。メリケンカルカヤやヤマ
ガラの好きなイヌタデの実を見付けまし
た。スズメ、ハクセキレイ、ジョウビタキが住宅地の木々
の中にいました。途中、船田古墳に寄りました。長房団
地の造成に伴い発掘調査されました。（径１４ⅿの円墳
の周溝と川原石を摘んだ石室が検出された） 

終点の多摩御陵駅が現在の陵南公園付近にあったそう
ですが、駅舎は、１９４５年８月２日の八王子大空襲で
焼失しました。神殿様式の豪華な建物だったようです。

陵南公園で鳥合わせ。ベストは、アオジ、
ジョウビタキ、モズでし
た。 

帰りがけにとても縁起
の良い花「キチジソウ（吉
祥草）」を見付けました。

今回は、八王子の歴史、秋の草花、銀杏並
木等秋を満喫した探鳥会でした。 

 

今年の流行語大賞 
年間大賞には、ことしプロ野球で 38 年ぶり、2 度目の日
本一に輝いた阪神の岡田監督が、リーグ優勝を表現した
ことで話題となった「アレ（A.R.E.）」が選ばれました。 

関邦義さんが本を出しました！ 
★【新刊発売！『日本語ミニ講座―日本語にまつわる興味
深い話―』】 144Ｐ、1100 円＋税、揺籃社刊 

このニュースレターで毎回披露している日本
語関係のトピックス。 

そのネタ帳にピッタリのエッセイ集が完成し
ました。 

「八王子にほんごの会」に所属し、在留外国人
に日本語を教えている著者。 

紙の辞書と電子辞書のそれぞれの特長や、普段テレビで
使われている言葉への鋭い違和感、 

「ゆく」と「いく」、「いい」と「よい」の違いなど、
私たちが何気なく使用している日本語の奥深さにずんず
んと切り込んでいきます。 

その筆致は快刀乱麻を断つ清々しさ！ 

日本語学習者用に振られたルビも嬉しい１冊です。※お
求めは  → お近くの書店で注文  か  アマゾン
https://www.amazon.co.jp/dp/4897085055  

か 電話 042-620-2615（揺籃社直通） 

    マイフェアレディ―の話がとても面白かったです。 

 
粕谷和夫の観察日記 

奈良盆地東部の山裾に続く日本最古
の道・山の辺の道を歩いてきました。
（11 月７日から８日）初日は万葉ま
ほろば線の天理駅から長柄駅までの
約７ｋｍ。秋の奈良には実った柿が

似合います。棚田が広がる里山をゆっくり歩いて心が洗
われる散策でした。２日目は、長柄駅から巻向駅まで６．

５ｋｍ。古寺と柿がよく似合います。
モズがあちこちで高鳴きしていまし
た。人けがないところでポケットに
偲びこませていたオカリナを吹いて
モズと共演しました。 

１０月６日、我が家のタイワンホトトギス６本のうち３
本がルリタテハの幼虫に葉を食
べつくされてしまった写真を送
りましたが、１１月になり葉が食
べつくされた３本も蕾が残って
いて見事に開花しました。思わず
拍手です。    ホトトギスの胸の
模様からこの名前が付きました。

日本のホトトギスとタイワンホトトギスは違います。 
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